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20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
確
定

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
30
年
中
に
収
入
が
無
く
て
も
住

民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
の
方

で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

・
所
得
証
明
等
を
必
要
と
さ
れ
る
方

※
税
務
署
で
申
告
さ
れ
た
方
、
会
社
で

年
末
調
整
を
さ
れ
た
方
は
、
あ
ら
た

め
て
住
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

２
月
18
日
（
月
）
～
３
月
15
日
（
金
）

　
町
で
は
確
定
申
告
の
期
間
に
合
わ
せ
、
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）

ま
で
、
住
民
税
と
所
得
税
の
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
税
の
申
告
は
、
平
成
31
年
度
の
町
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保
育
料
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
の
負
担
額

等
の
算
定
資
料
と
な
り
ま

す
。

　
申
告
を
し
な
い
と
、
国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
の
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
や
、
所
得
証

明
書
等
の
発
行
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
限
内
に
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
日
程
（
５
ペ
ー
ジ

参
照
）
の
と
お
り
、
地
区

ご
と
に
相
談
を
受
け
ま
す

の
で
、
必
要
書
類
等
を
ご

持
参
の
う
え
、
役
場
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

住
民
税
・
所
得
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

①
農
業
・
営
業
・
不
動
産
収
入
（
地

代
・
家
賃
等
）、
そ
の
他
の
事
業
を

営
む
方

②
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

　

◇
給
与
以
外
に
農
業
・
営
業
・
不
動

産
等
の
所
得
が
あ
っ
た
方

　

◇
年
の
途
中
で
会
社
を
退
職
さ
れ
た

方
、
短
期
雇
用
者
な
ど
で
年
末
調

整
を
さ
れ
て
い
な
い
方

　

◇
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
寄
附
金
控
除
、
雑
損
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
方

③
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
（
土
地
・
建

物
等
を
売
っ
た
方
）

④
生
命
保
険
満
期
一
時
金
・
配
当
所
得

等
が
あ
っ
た
方

⑤
公
的
年
金
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
方

　

◇
年
金
以
外
の
所
得
（
給
与
・
農

業
・
不
動
産
な
ど
）
が
あ
る
方

　

◇
他
の
所
得
が
無
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
医
療
費
控
除
、
社
会
保
険
料

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
を
受
け
る
方

参
考
：
所
得
税
に
お
い
て
は
、
公
的

年
金
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
り
、
か
つ
他
の
所
得
金
額
が

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領

収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
『
医
療
費
控

除
の
明
細
書
（
又
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
）
』
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
31
年

分
の
確
定
申
告
ま
で
は
、
従
来
ど
お
り

領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
署
か
ら
記
載
内
容
の
確

認
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
領
収
書
は
５
年
間
保
存
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
含
む
）
は
明
細

書
の
添
付
が
必
要
で
す

収
入
が
な
く
て
も
住
民
税
の
申

告
は
必
要
で
す

2
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①
印
鑑
（
朱
肉
で
押
印
す
る
も
の
）

②
申
告
書
ま
た
は
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　

（
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

③
本
人
確
認
書
類
（
詳
し
く
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

④
所
得
税
の
確
定
申
告
に
は
利
用
者
識
別
番
号
の
取
得
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
昨
年
の
確
定
申
告
で
利
用
者
識
別
番
号

を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
取
得
済
み
の
番
号
を
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。）

⑤
平
成
30
年
中
の
収
入
が
わ
か
る
書
類

⑥
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
も
の

○
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

○
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
）
の
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収
書　

※
国
民
年
金

保
険
料
の
支
払
証
明
書
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
医
療
費
控
除
の
明
細
書
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書

（
各
人
ご
と
、
病
院
ご
と
に
医
療
費
を
記
載
し
た
も
の
）
※
平
成
29
年
分
か

ら
平
成
31
年
分
は
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
障
害
者
控
除
該
当
の
方
は
障
害
者
手
帳
等

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　

・
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書

　

・
売
買
契
約
書
（
請
負
契
約
書
）
の
写
し

　

・
登
記
事
項
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
）

　

・
増
改
築
等
工
事
証
明
書
（
増
改
築
の
場
合
の
み
）

　

・
そ
の
他
特
例
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
等

　
　

（
認
定
長
期
優
良
住
宅
等
）

⑦
還
付
申
告
の
場
合
は
、
本
人
名
義
の
口
座
番
号
の
控
え

　

○
青
色
申
告

　

○
相
続
税・贈
与
税・消
費
税
の
申
告

　

○
平
成
30
年
分
以
外（
過
年
度
）の
申
告

○
譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物
・
株

式
）
に
関
す
る
申
告
（
公
共
工
事

な
ど
に
伴
う
土
地
譲
渡
以
外
）

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け
で
本
人
確
認

が
可
能
で
す
。

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
①
お
よ
び
②
の
書
類
で

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

①
『
番
号
』
確
認
書
類

・
通
知
カ
ー
ド

・�

住
民
票
の
写
し
ま
た
は
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
が
あ
る
も
の
）

②
『
身
元
』
確
認
書
類

・
運
転
免
許
証

・
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
在
留
カ
ー
ド　

な
ど

※�

な
お
、
ご
自
宅
か
らe-T

ax

で
送
信

す
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま

た
は
写
し
の
提
出
が
不
要
で
す
。

　

２
月
18
日（
月
）～
３
月
15
日（
金
）

※
町
で
の
申
告
期
間
と
同
様

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

　

（
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
）

・
相
談
開
始　

午
前
９
時
か
ら

次
の
方
は
真
岡
税
務
署
で
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

申
告
手
続
き
に
は
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
記
載
」と「
本
人
確
認
書
類

の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
」が

必
要
で
す

真
岡
税
務
署
で
の
確
定
申
告

受
付
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す

申
告
に
必
要
な
も
の

※�

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
相
談
内
容
が
複
雑
な
場

合
は
、
午
後
３
時
頃
ま
で
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
が
午
後
５
時
を
過

ぎ
る
場
合
は
、
再
度
お
越
し
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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配偶者控除・配偶者特別控除の控除額が変わります
　配偶者控除および配偶者特別控除の控除額について、配偶者の合計所得金額および申告者本人の合
計所得金額に応じてそれぞれ次のとおりとされました。なお、合計所得金額が 1,000 万円を超える居
住者については、控除の適用はできないこととされています。

●納税用確認番号（数字６桁）

★例 7 3 0 0 2 9

控　　除　　額

申告者本人の合計所得金額

900万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1,000万円以下

控除対象配偶者 38万円 26万円 13万円

老人控除対象配偶者 48万円 32万円 16万円

配
偶
者
の
合
計
所
得

38万円超85万円以下 38万円 26万円 13万円

85万円超90万円以下 36万円 24万円 12万円

90万円超95万円以下 31万円 21万円 11万円

95万円超100万円以下 26万円 18万円 ９万円

100万円超105万円以下 21万円 14万円 ７万円

105万円超110万円以下 16万円 11万円 ６万円

110万円超115万円以下 11万円 ８万円 ４万円

115万円超120万円以下 ６万円 ４万円 ２万円

120万円超123万円以下 ３万円 ２万円 １万円

配偶者
控除

配偶者
特別控除

ご自分で確定申告してみませんか

  ホームページ〔http://www.nta.go.jp〕の「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内
に従って金額等を入力すれば税額等が自動計算され、確定申告書を作成することができます。作
成した確定申告書に必要書類を添付のうえ税務署（〒321－4391　真岡市荒町5178　真岡税務
署（℡82－2115））に提出してください。申告期間中のみ、役場税務課でお預かりすることもで
きます。
【ｅ－Ｔａｘ（イータックス）国税電子申告・納税システム】
確定申告書をインターネットで送信（申告）するシステムをｅ－Ｔａｘ（イータックス）と言い
ます。このシステムを利用するには、パソコン環境・電子証明書（マイナンバーカード）の取
得・ＩＣカードリーダの用意など、事前準備が必要となります。

●確定申告書等作成コーナーに関する問合せは
　「ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク」　☎０５７０－０１－５９０１
●（月曜日から金曜日　※祝祭日、年末年始を除く　午前９時～午後５時）

～役場・税務署に出向かずに確定申告ができます～

4
31.1.25

4



平成30年分　住民税・所得税 納税相談日程

月　日
地　区　名

受付時間 ： 午前の部（8時45分～11時30分） 受付時間：午後の部（1 時～４時）

２　
　
　
　

月

１８日（月） 塩田西、竹内西 塩田東、見上（上・下・大峯）
竹内東

１９日（火） 刈生田（下・中・上）、羽仏 続谷（下・中・上）
２０日（水） 続谷北、杉山（下・中・宿） 杉山（東・西・入）

２１日（木） 田野辺（宿・松ヶ入・山下）�
田野辺（中林下・中林上）　 田野辺（別府・羽釣・西ノ内）

２２日（金） 文谷（下・荒地・宿） 文谷上、椎谷（下・上）�
小貝南団地

２５日（月） 大谷津（下・中・上） 上赤羽南、各ホープタウン
２６日（火） 上赤羽（北・中） 赤羽下町
２７日（水） 西宿 中新田、ニュータウン望
２８日（木） 赤羽上町西、向ヶ原 赤羽上町東

３　
　

月

１日（金） 赤羽上町美ノ原、登屋原�
赤羽団地 菅之谷、多田羅（本田東・西）

４日（月） 多田羅（西原・川向・竹原・本町） 鴻之宿

　５日（火） 石下、ピア・タウン�
上根タンポポ台、つくしヶ丘 上根東、クールヴェール

　６日（水） 上根（中・西） 古宿下町
　７日（木） 笹原田 （前・後）大久保
８日（金） みどりの森 新町
１１日（月） 古宿上町、藤の木台 東峰崎、前之内
１２日（火） 本仲之内、仲之内 荒宿西、西峰崎、花王城見寮
１３日（水） 荒宿東、平 村上、駒込
１４日（木） 予　備　日（　全　地　区　対　象　）
１５日（金） 予　備　日（　全　地　区　対　象　）

○問い合わせ　税務課　☎ 68 － 1112

　下記のとおり、納税相談を 役場１階 多目的ホール で行います。必要な書類をご持参の
うえ、申告会場にお越しください。　　　　　　　　　　　※ 受付は割り当て地区が優先となります。

所得税の確定申告をする方は『利用者識別番号』が必要です。
（番号を取得済の方は同じ番号を引き続きご利用いただけます。） 

『利用者識別番号』の取得には、次の①暗証番号（英小文字と数字を含む８桁以上）②納税用確認番
号（数字６桁）の両方が必要です。下記の例を参考に番号をご用意ください。

●暗証番号（英小文字と数字を含む８桁以上）

★例 k 8 0 m a z 3 5

●納税用確認番号（数字６桁）

★例 7 3 0 0 2 9

※暗証番号は必ず英小文字と数字両方をご使用ください。
※�昨年の確定申告等で利用者識別番号を取得されている方は、取得済みの番号を引き続きご利用いただ
けますので、暗証番号および納税用確認番号のご用意は不要です。
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　町税等の滞納処分により差押えた財産を、期間入札の方法で公売します。

◯公売財産
　公売財産は、腕時計２点、懐中時計 1 点、陶器（有田焼ほか）２点、急須（南部鉄器）１点、
電動ドリル＆ドライバーセット１点、双眼鏡１点、カセットコンロ（専用ガスボンベ３本付）１
点のほか、ブルーレイ「北の国から１～４」など計３点や、DVD「まんが日本昔ばなし１～５」「崖
の上のポニョ」「カールじいさんの空飛ぶ家」「はだしのゲン ( 第二部涙の爆発 )」「火垂るの墓（完
全保存版）」「余命１ヶ月の花嫁」「タイタニック」「カティンの森」「アイガー北壁」「華氏 911」「羊
たちの沈黙（特別篇）」「驚異の大自然１～ 10」など計 94 点、合計 106 点の動産です。

◯入札期間
　入札の期間及び時間は、平成 31 年１月 22 日（火）から平成 31 年２月５日（火）までの平日、
午前９時から午後５時までとなります。ただし、初日の１月 22 日は正午から開始、最終日の２
月５日は午後１時で終了となります。

◯入札方法等
◆��入札期間中に、専用の入札書にご記入のう

え税務課まで提出してください。
　�なお、入札に関する詳細等については「公

売のご案内」「公売のしおり」等をご確認く
ださい。

◆�公売財産をご覧になりたい方は、入札期間
中に税務課までお申し出ください。

　�なお、公売財産を自ら手に取っての動作等
の確認や、DVD・ブルーレイの視聴はでき
ません。

◆�入札期間中は、役場の町民ロビーにおいて、
公売財産の一覧表及び写真を掲示しており
ますのでご覧ください。

　�また、公売に係る関係書類「入札書」「入札
用封筒」「公売のご案内」「公売のしおり」
の配置や「公売公告 ( 写し )」を掲示してお
ります。

公 売 の ご 案 内

写真は、公売財産の一部です。

○問い合わせ　税務課管理徴収係　☎６８－１１１２
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マイナンバーカードの出張申請のお知らせ
マイナンバーカードの出張申請を行います。ご希望の方は事前にご連絡ください。

場　　所 申請受付日 申請受付時間 事前受付期間
赤羽郵便局 2月15日（金） 午前９時30分～午前11時30分

各申請受付日の
前日まで
平日　
午前8時30分
～午後5時15分

小貝郵便局 2月15日（金） 午後１時30分～午後３時30分

足利銀行（市貝支店） 2月19日（火） 午前９時30分～午前11時30分

きら里館（杉山） 2月23日（土） 午前９時～正午
役場（2番窓口） 3月23日（土） 午前９時～正午

※申請書を用意しますので、必ず事前にご連絡ください。
●問い合わせ　町民くらし課　戸籍住民係　☎６８―１１１４

農 業 青 色 申 告 を 始 め ま せ ん か
　確定申告では、税制上の特別控除が受けられるとともに、収入保険の加入要件となっている青
色申告をお勧めします。
　新たに青色申告をされる方は、青色申告をしようとする年の3月15日までに「青色申告承認申
請書」を税務署に提出する必要があります。

　市貝町農業青色申告会では、パソコン簿記の講習会や、確定申告書作成の記帳指導会などを
行っています。
　会員を募集していますので、お気軽にお問い合わせください。
●問い合わせ　市貝町農業青色申告会事務局　☎６８－１１２０

〇収入保険制度について
　収入保険制度は、品目の枠にとらわれず、自然災害による減少分だけでなく、価格低下なども
含めた収入減少を補てんする仕組みです。
◆収入保険の特徴
　①あらゆる農産物が補償の対象となります。
　②価格低下や怪我等による収入減少も補償の対象となります。
　③青色申告実績が１年以上あれば加入できます。
　④�収入保険では、農家ごとの平均収入の８割以上が確保されます。保険料率は約１％、積立金

は25％です。
　⑤�「掛捨ての保険方式」と、「掛捨てとならない積立方式」の組み合わせで補てんします。補償 

　限度等は、農業者の方が自由に選択できます。
●問い合わせ　　栃木県農業共済組合　本所　　　　　☎０２８－６８３－５５３１
　　　　　　　　栃木県農業共済組合　芳賀支所　　　☎０２８５－８４－１１５１
　　　　　　　　関東農政局栃木県拠点地方参事官室　☎０２８－６３３－３１１４

青色申告のメリット（※内容によりメリットが受けられない場合があります）

メリット① メリット② メリット③ メリット④
複式簿記で記帳す
ると、最大で65万
円の特別控除が受
けられます。

生計を共にする家族を
「青色事業専従者」に
することで、その人に支
払った適正な給与は、全
額経費に算入できます。

その年の所得に損失が
出たときは、翌年以降
３年間繰越して損失額
を差し引くことができ
ます。

収入保険に加入するこ
とができます。
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小型家電回収します！
　ご自宅に壊れて使えなくなったり、新しいものに買い換えなどを
していらなくなった小型家電はありませんか？その小型家電を無料
でお引き取りいたします。

◎場所・日時・対象者・対象家電

　 場　　　所場　　　所 　市貝町役場 駐車場

　 日　　　時日　　　時 　2月24日（日）　午前１０時～正午

　 対　象　者対　象　者 　市貝町在住の方（業者の方はご遠慮ください。）

　 対 象 家 電対 象 家 電 　小型家電９５品目（パソコン・携帯等）
　　　　　　　　※水銀を含む温度計、血圧計、体温計等の回収も行いますのでご持参ください。　

※回収対象の小型家電
①通信機器類（携帯電話・スマートホン/電話機/ファクシミリ等）②パソコンおよび周辺機器
（PC/プリンター/キーボード等）③音楽・映像関連機器類（オーディオプレイヤー類/カメラ
類等）④ゲーム機（据置型・携帯型/ゲームコントローラー）⑤調理用電気機器類（電子レンジ
/トースター/炊飯器等）⑥車載電子機器類（ETC車載ユニット/カーナビ等）⑦医療衛生用電
気機器類（電子体温計/掃除機/ドライヤー等）⑧付属機器類（プラグ・ジャック/リモコン/AC
アダプター等）⑨その他（電卓/時計/アイロン等）

○問い合わせ　町民くらし課 生活環境係　☎68－1114

●家電リサイクル法の対象となる「テレビ」「冷蔵・冷凍庫」「洗濯・乾燥機」「エアコン」は今回の対象品目外になります。
●木製品を含むスピーカー、こたつ、電子オルガンや破砕困難物である電気毛布、電気カーペットは対象外です。
●大型の家電製品であるランニングマシン、マッサージチェアについても対象外です。
●有害物質を含む小型家電も回収対象外です。（蛍光灯、フロンガス式除湿器、乾電池、二次電池）

※注意点※注意点※注意点
・パソコン等のデータは、持ち込む前に消去してください。・パソコン等のデータは、持ち込む前に消去してください。・パソコン等のデータは、持ち込む前に消去してください。
・電池やバッテリーは外してください。（電池、バッテリーは回収できません。）・電池やバッテリーは外してください。（電池、バッテリーは回収できません。）・電池やバッテリーは外してください。（電池、バッテリーは回収できません。）
・受付の際、身分証の提示をお願いしますので、ご持参ください。・受付の際、身分証の提示をお願いしますので、ご持参ください。・受付の際、身分証の提示をお願いしますので、ご持参ください。
・家電リサイクル法対象家電は回収いたしません。・家電リサイクル法対象家電は回収いたしません。・家電リサイクル法対象家電は回収いたしません。

パソコン

掃除機 携帯電話 電話・ファクシミリ アイロン

ドライヤー 電子体温計

小型家電回収します！

回収できない品目
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　市貝中２年生12名が11月12日から19日まで
の８日間、第22回市貝町中学生海外派遣事業
で、オーストラリア（ケアンズ）を訪問しま
した。
　ホームステイや現地の学生との交流など、
貴重な体験をしてきた団員２名からのレポー
トをお届けいたします。

　

私
は
、
市
貝
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

の
団
員
に
選
ば
れ
、
八
日
間
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ケ
ア
ン
ズ
を
訪
問
し
ま
し
た
。
現

地
へ
向
か
う
飛
行
機
の
中
、
自
分
の
英
語

力
で
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
団

長
と
し
て
の
仕
事
を
最
後
ま
で
や
り
抜
く

こ
と
が
出
来
る
の
か
、
そ
し
て
、
私
の
知

　

僕
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
外
派
遣

で
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
海
外
に
つ
い
て
興
味
が

あ
る
僕
は
、
飛
行
機
の
中
で
不
安
な
ど
な

く
、
期
待
で
胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
着
し
、
い
よ
い

よ
現
地
で
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
最
初
の
活
動
で
あ
っ
た
市
内
観
光
が

終
わ
る
と
、
人
生
初
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

ら
な
い
世
界
が
待
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う

大
き
な
不
安
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　

ケ
ア
ン
ズ
に
着
い
た
時
、
海
と
赤
道
を

越
え
て
、
私
た
ち
は
本
当
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
や
っ
て
き
た
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
豊
か
な
自
然
で

あ
ふ
れ
る
美
し
い
国
で
し
た
。
五
日
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
団
員
全
員
が
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
学
校
訪
問
で

は
、
日
本
と
の
違
い
を
最
も
多
く
感
じ
ま

し
た
。
明
る
く
開
放
的
な
校
舎
や
パ
ソ
コ

す
。
英
語
し
か
通
じ
な
い
生
活
は
、
い

ざ
と
な
る
と
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

徐
々
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

日
目
か
ら
は
積
極
的
に
会
話
が
で
き
、
家

で
の
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

現
地
の
学
校
で
は
、
日
本
と
違
う
と
こ

ろ
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
授

業
で
は
発
言
す
る
場
が
多
く
に
ぎ
や
か

で
、
生
徒
全
員
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
皆
初
対
面
の
は
ず
な
の

に
僕
に
明
る
く
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。そ
れ
は
町
を
歩
い
て
い
て
も
同
じ
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
優
し
い
な
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
り
、
ケ
ア

ン
ズ
ス
テ
ー
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
日
本
文
化

交
流
で
は
、
恥
ず
か
し
が
る
こ
と
な
く
日

本
の
文
化
を
紹
介
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
一
週
間
。
つ
い

に
最
後
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
別
れ
た
あ
と
、
グ
リ
ー
ン

島
で
最
後
の
活
動
を
精
一
杯
楽
し
み
ま
し

た
。
帰
り
の
船
の
中
で
風
に
あ
た
り
な
が

ら
一
週
間
を
振
り
返
る
と
、
本
当
に
学
び

多
き
、
素
晴
ら
し
い
日
々
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
違
い

を
肌
で
思
う
存
分
実
感
し
、
か
け
が
え
の

な
い
思
い
出
と
な
る
旅
に
な
り
ま
し
た
。

高松由紀乃足立　開生

中学生海外派遣事業中学生海外派遣事業

報告レポート オーストラリア（ケアンズ）

ン
を
使
っ
た
授
業
な
ど
、
実
際
に
学
校
生

活
を
体
験
し
た
こ
と
で
、
現
地
の
生
徒
と

交
流
し
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
、と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
海
外
派
遣
で
感
じ
た
こ
と
は
、
言
葉

や
文
化
が
違
っ
て
い
て
も
、
人
々
の
温
か

さ
や
ぬ
く
も
り
は
万
国
共
通
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
八
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間

で
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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町
内
の
小
中
学
校
に
１
月
18
日
、
Ｊ

Ａ
は
が
野
お
よ
び
Ｊ
Ａ
は
が
野
い
ち
ご

部
会
か
ら
、
と
ち
お
と
め
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
に
日
本

一
の
い
ち
ご
を
食
べ
て
も
ら
い
、
食
へ

の
関
心
の
醸
成
や
、
農
業
へ
の
理
解
促

進
を
図
る
た
め
に
芳
賀
郡
の
小
中
学
校

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た

ち
は
、
給
食

の
デ
ザ
ー
ト

と
し
て
提
供

さ
れ
た
大
粒

の
い
ち
ご
を
、

嬉
し
そ
う
に

頬
張
っ
て
い

ま
し
た
。

下
野
教
育
美
術
展

片
岡
咲
綺
ち
ゃ
ん
が

準
大
賞
を
受
賞

Ｊ
Ａ
は
が
野
か
ら

旬
の
い
ち
ご
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

新
春
恒
例
書
初
め
大
会

小
貝
小
学
校

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で

学
校
賞

　

か
み
ね
の
森
保
育
園
年
中
の
片
岡
咲

綺
ち
ゃ
ん
の
絵
画
が
、
第
49
回
下
野
教

育
美
術
展
（
下
野
新
聞
社
主
催
、
県
美

術
教
育
振
興
会
協
賛
、
県
、
県
教
委
な

ど
後
援
）
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
に
お

い
て
、
準
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
体
賞
と
し
て
か
み
ね
の
森

保
育
園
が
下
野
新
聞
社
社
長
賞
を
、
市

貝
た
い
よ
う
幼
稚
園
と
赤
羽
保
育
園
が

県
美
術
教
育
振
興
会
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

第
22
回
書
初
め
大
会
（
町
、
教
育
委

員
会
、
町
書
道
連
盟
主
催
）
が
１
月
４

日
、
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
参
加

し
た
小
中
学
生
22
名
は
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
書
き
初
め
用
紙
に
向
か
い
、
て

い
ね
い
に
作
品
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
審
査
会
が
行
わ

れ
、
市
貝
小
学
校
６
年
の
久
保
田
愛
純

さ
ん
と
市
貝
中
学
校
２
年
の
海
老
澤
愛

莉
さ
ん
が
町
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

小
貝
小
学
校
（
小
筆
一
成
校
長
）
が
、

平
成
30
年
度
統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
コ
ン

ク
ー
ル
で
学
校
賞
（
知
事
賞
）
に
輝
き

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
指
導
員
の
大
塚
英
子

先
生
の
指
導
の
も
と
、
作
品
作
り
に
取

り
組
み
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
４

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
貝
中
学
校
２
年
の
川
亦
来

依
さ
ん
と
大
垣
結
未
佳
さ
ん
の
作
品

「
生
か
そ
う
！
社
会
体
験
学
習
」
が
、

中
学
生
の
部
で
二
席
に
入
選
し
ま
し

た
。
川
亦
さ
ん
は
、「
中
２
は
、
将
来

の
こ
と
を
考
え
る
時
期
な
の
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
た
ら
面
白
い
と
思
い
、

社
会
体
験
学
習
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
。
来
年
は
、よ
り
細
か
い
調
査
を
し
、

全
国
大
会
入
賞
を
狙
い
た
い
で
す
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第２部入選三席

第３部佳作

第３部入選三席

第 4 部入選二席

第３部佳作
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平
成
31
年
成
人
式
が
１
月
13
日
、
町

民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
華
や
か
な
着

物
姿
や
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
１
０
６
人

が
な
つ
か
し
い
仲
間
と
の
再
会
と
新
た

な
門
出
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
成
人
者
に
よ
り
式
典
の
企

画
・
運
営
が
行
わ
れ
、
新
成
人
を
代
表

し
て
実
行
委
員
長
の
人
見
恋
さ
ん
が

「
今
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
て
い
る
の

は
、
今
ま
で
携
わ
っ
た
友
達
や
先
生
、

そ
し
て
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
改
ま
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
を

借
り
て
言
い
た
い
で
す
。あ
り
が
と
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
野
雅
唯
さ
ん
と
矢
口
茉
里

奈
さ
ん
が
「
二
十
歳
の
主
張
」
を
行
い
、

成
人
者
の
自
覚
と
、
抱
負
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
中
学
校
の
恩
師
に

よ
る
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
先
生
方
か

ら
当
時
の
思
い
出
話
や
励
ま
し
の
言
葉

が
贈
ら
れ
る
と
、
会
場
は
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
集
い

～
平
成
31
年
成
人
式
～



町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
出
願
資
格

・
本
町
に
居
住
す
る
者
で
、
高
等
学
校
・
大
学
等
の
学
校
に
在
学
す
る
者
。
た

だ
し
、
在
学
す
る
こ
と
に
よ
り
一
時
的
に
本
町
に
居
住
し
な
く
な
る
場
合
は
、

本
町
に
居
住
す
る
者
と
み
な
す
。

・
学
業
優
秀
、
品
行
方
正
お
よ
び
身
体
強
健
な
学
生
生
徒
で
あ
っ
て
、
資
金
が

な
く
就
学
が
困
難
な
者

▼
貸
与
額

・
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
ま
た
は
高
等
専
門
学
校　

月
額

１
０
，
０
０
０
円
以
内

・
大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
各
種
専
門
学
校　

月
額
２
０
，
０
０
０
円
以
内

▼
貸
与
期
間

　

入
学
ま
た
は
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

▼
償
還
金
・
償
還
方
法
等

・
償
還
金
は
、
貸
与
額
全
額
（
無
利
子
）
。
口
座
振
替
又
は
納
付
書
に
よ
り
、

月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
に
よ
る
均
等
払
い
に
よ
り
償
還
す
る
。

・
償
還
期
間
等
は
、
学
校
卒
業
後
１
年
後
か
ら
貸
与
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
と
す
る
。

▼
出
願
手
続

①
提
出
書
類

・
奨
学
金
貸
与
願
書
（
連
帯
保
証
人
お
よ
び
保
証
人
が
各
１
名
ず
つ
必
要
）

・
奨
学
生
推
薦
書

・
平
成
₃₀
年
中
の
収
入
・
所
得
額
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
確

定
申
告
書
控
え
等
）

・
完
納
証
明
書
（
連
帯
保
証
人
お
よ
び
保
証
人
が
町
外
者
で
あ
る
場
合
の
み
）

・
誓
約
書
、
借
用
証
書

・
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

※
必
要
書
類
は
、
こ
ど
も
未
来
課
お
よ
び
、
市
貝
中
学
校
、
県
内
各
高
等
学
校
等
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
募
集
期
間　

１
月
₁₅
日
（
火
）
〜
３
月
₁₅
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課
学
校
教
育
係　

☎
（
６
８
）
１
１
１
９

市
貝
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
　

12
31.1.25

観
音
山
梅
の
里
梅
林

第
16
期
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

観
音
山
梅
の
里
づ
く
り
協
議
会
は
、

観
音
山
（
標
高
１
７
２
・
２
ｍ
）
に
あ

る
、
平
安
時
代
末
に
築
城
さ
れ
た
村
上

城
址
を
中
心
に
、
地
元
農
家
が
約
3
千

本
の
梅
を
植
栽
し
、
む
ら
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
実
績
が
評

価
さ
れ
、
平
成
₂₅
年
に
は
、
豊
か
な
む

ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
に
お
い
て
農

林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、
梅
園
の
梅
の
木
オ
ー

ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
梅
の
木
の

管
理
は
同
協
議
会
が
行
い
ま
す
が
、

オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
、
梅

ま
つ
り
、
収
穫
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

招
待
い
た
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
日
程
は
、
そ
の
都
度
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

オ
ー
ナ
ー
特
典

オ
ー
ナ
ー
特
典

オ
ー
ナ
ー
特
典

●
梅
の
木
１
本
か
ら
約
₁₀
㎏
の
梅
が
収

穫
で
き
ま
す
。（
農
薬
不
使
用
）

（
天
候
に
よ
り
収
穫
量
が
変
わ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

●
梅
ま
つ
り
（
３
月
）

●
梅
収
穫
祭
（
６
月
）

●
秋
の
収
穫
祭

　

（
₁₀
月
：
さ
つ
ま
芋
ほ
り
体
験
）

年年年
会会会
費費費

 

　

１
０
，
０
０
０
円　
　
　
　
　
　
　

募
集
期
間

募
集
期
間

募
集
期
間

　 

　

２
月
₁₅
日
（
金
）
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

観
音
山
梅
の
里
づ
く
り
協
議
会

　

（
市
貝
町
企
画
振
興
課
）

　

〒
３
２
１
―
３
４
９
３

　
栃
木
県
芳
賀
郡
市
貝
町
大
字
市
塙
１
２
８
０

　
　

☎　

（
６
８
）
１
１
１
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
８
）
３
２
２
７

栃
木
県
市
貝
町



町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
出
願
資
格

・
本
町
に
居
住
す
る
者
で
、
高
等
学
校
・
大
学
等
の
学
校
に
在
学
す
る
者
。
た

だ
し
、
在
学
す
る
こ
と
に
よ
り
一
時
的
に
本
町
に
居
住
し
な
く
な
る
場
合
は
、

本
町
に
居
住
す
る
者
と
み
な
す
。

・
学
業
優
秀
、
品
行
方
正
お
よ
び
身
体
強
健
な
学
生
生
徒
で
あ
っ
て
、
資
金
が

な
く
就
学
が
困
難
な
者

▼
貸
与
額

・
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
ま
た
は
高
等
専
門
学
校　

月
額

１
０
，
０
０
０
円
以
内

・
大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
各
種
専
門
学
校　

月
額
２
０
，
０
０
０
円
以
内

▼
貸
与
期
間

　

入
学
ま
た
は
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

▼
償
還
金
・
償
還
方
法
等

・
償
還
金
は
、
貸
与
額
全
額
（
無
利
子
）
。
口
座
振
替
又
は
納
付
書
に
よ
り
、

月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
に
よ
る
均
等
払
い
に
よ
り
償
還
す
る
。

・
償
還
期
間
等
は
、
学
校
卒
業
後
１
年
後
か
ら
貸
与
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
と
す
る
。

▼
出
願
手
続

①
提
出
書
類

・
奨
学
金
貸
与
願
書
（
連
帯
保
証
人
お
よ
び
保
証
人
が
各
１
名
ず
つ
必
要
）

・
奨
学
生
推
薦
書

・
平
成
₃₀
年
中
の
収
入
・
所
得
額
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
確

定
申
告
書
控
え
等
）

・
完
納
証
明
書
（
連
帯
保
証
人
お
よ
び
保
証
人
が
町
外
者
で
あ
る
場
合
の
み
）

・
誓
約
書
、
借
用
証
書

・
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

※
必
要
書
類
は
、
こ
ど
も
未
来
課
お
よ
び
、
市
貝
中
学
校
、
県
内
各
高
等
学
校
等
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
募
集
期
間　

１
月
₁₅
日
（
火
）
〜
３
月
₁₅
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課
学
校
教
育
係　

☎
（
６
８
）
１
１
１
９

13
31.1.25

教
育
・
啓
発
活
動
と
警
察
に
よ
る
密
猟

防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
に
よ

り
、
サ
シ
バ
の
密
猟
は
大
幅
に
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。

　

私
は
₁₇
年
ほ
ど
前
、
サ
シ
バ
研
究
の

た
め
に
東
大
の
樋
口
広
芳
先
生
の
も
と

に
留
学
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
訪

れ
た
市
貝
町
で
、
自
然
豊
か
な
日
本
の

典
型
的
な
里
山
を
初
め
て
見
た
時
の
感

動
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
、

台
湾
に
は
「
里
山
」
と
い
う
言
葉
も
概

念
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は

「
里
山
」
と
い
う
文
字
が
用
い
ら
れ
、

生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
の
研
究
と
保

全
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
墾
丁
で
の
フ
ェ
ア

で
、
市
貝
町
の
「
サ
シ
バ
の
里
」
づ
く

り
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
地
域
活
性

化
と
里
山
保
全
の
成
功
例
と

い
え
る
長
年
に
わ
た
る
活
動

は
、
台
湾
の
私
た
ち
に
大
き

な
刺
激
と
励
ま
し
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
5
月
、
国
際

サ
シ
バ
サ
ミ
ッ
ト
市
貝
に
参

加
す
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し

み
し
て
お
り
ま
す
。

〈
台
湾
猛
禽
研
究
会　

呉�

盈
瑩（W

u�Y
inyin

）〉

写
真　

張　

宏
銘

「
国
際
サ
シ
バ
サ
ミ
ッ
ト
」が
や
っ
て
く
る

　 
台
湾
と
サ
シ
バ

　

台
湾
中
西
部
の
彰
化
（
シ
ョ
ウ
カ
）

と
最
南
端
の
墾
丁
（
ケ
ン
テ
ィ
ン
）

は
、
サ
シ
バ
の
重
要
な
中
継
地
で
す
。

昨
年
秋
に
は
過
去
₁₀
年
間
で
の
最
高

記
録
、
５
９
，
８
０
３
羽
が
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。
台
湾
猛
禽
研
究
会

で
は
、
墾
丁
で
毎
年
9
月
と
₁₀
月
の

二
ヶ
月
間
、
猛
禽
類
の
飛
来
数
調
査
を

２
０
０
４
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
墾
丁
国
立
公
園
、
地
元
の
学
校

や
地
域
団
体
、
野
鳥
の
会
が
連
携
し
、

「
渡
り
猛
禽
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

の
フ
ェ
ア
の
訪
問
者
数
は
2
万
人
近
く

ま
で
達
し
ま
し
た
。
長
年
の
こ
れ
ら
の

Vol.4

　

が
ん
へ
の
意
識
向
上
と
予
防
、
発

見
、
治
療
の
取
り
組
み
を
促
す
た
め

に
、
世
界
１
０
０
ヵ
国
以
上
に
あ
る

対
が
ん
組
織
か
ら
な
る
国
際
対
が
ん

連
合
が
、
毎
年
２
月
４
日
を
「
世
界

が
ん
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
昭
和
₅₆
年
以
降
、
死
因

の
第
１
位
を
が
ん
が
占
め
て
お
り
、

が
ん
の
死
亡
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

が
ん
の
死
亡
率
を
臓
器
別
に
見
て

み
る
と
、
男
性
で
は
１
位
肺
が
ん
、

２
位
胃
が
ん
、
３
位
大
腸
が
ん
と

な
っ
て
い
ま
す
。
肺
が
ん
で
亡
く
な

る
人
の
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
特

に
₇₀
歳
以
上
の
高
齢
者
で
増
加
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

女
性
で
は
１
位
大
腸
が
ん
、
２
位

肺
が
ん
、
３
位
胃
が
ん
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
女
性
特
有
の
乳
が
ん

で
は
₅₀
代
か
ら
₆₀
代
の
壮
年
期
で
亡

く
な
る
方
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

が
ん
は
早
期
治
療
を
行
う
こ
と
で

死
亡
率
を
大
き
く
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
病
気
で
す
が
、
早
期
で
は
症
状

が
出
に
く
く
、
症
状
が
出
た
時
に
は

進
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
診
断
は
体
の

異
常
を
早
期
発
見
す
る
た
め
の
大
切

な
機
会
で
す
。
病
気
の
早
期
発
見

や
、
自
分
の
体
の
変
化
の
経
過
を
見

て
い
く
た
め
に
も
健
康
診
断
は
毎
年

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
集
団
健
診
を
毎
年
行
っ
て

お
り
、
胃
、
肺
、
大
腸
、
子
宮
、
乳

が
ん
検
診
は
無
料
で
受
け
ら
れ
、
前

立
腺
が
ん
検
診
は
自
己
負
担
７
０
０

円
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申

込
書
は
２
月
に
配
布
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
対
象
年
齢
や
健
診
日
な

ど
の
詳
し
い
内
容
は
同
封
の
健
診
日

程
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

が
ん
検
診
を
受
け
た
結
果
が
要
精
密

検
査
と
な
っ
た
場
合
に
は
そ
の
ま
ま

に
せ
ず
、
必
ず
医
療
機
関
で
精
密
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

2 月 4日は
世界がんデーです

（383）



14
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生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ

2月の予定

2 月の公民館休館日



　４日（月）、12（火）、18 日（月）、25 日（月）

２/９（土）町民スキー教室（だいくらスキー場　ＡＭ5:30～）
２/９（土）企画展「発掘された市貝町」（歴史民俗資料館）
～３/24（日）
２/16（土）生涯学習振興大会（町民ホール　ＰＭ1:30～）
　　　　　（国際サシバサミット市貝大会プレイベンド）
２/19（火）町長賞メダル授与式（役場大会議室　ＰＭ4:00～）

～城見ケ丘大学の学生手帳をお持ちの方へ～

第33回 市貝町健康マラソン大会

生涯学習振興大会を開催します

　第33回町健康マラソン大会が１月12日に開催されました。
　当日は親子ペアから一般の部まで10部門のレースが行わ
れ、町内はもとより、県内各地から参加した440名の選手た
ちは、日頃の練習の成果を思う存分発揮し、城見ケ丘運動公
園を利用した特設コースを勢いよく駆け抜けました。
　沿道には応援に駆けつけた保護者からの声援が飛び交い、
ゴールした選手たちからは笑顔がこぼれていました。

　平成30年度生涯学習振興大会と城見ヶ丘大学閉講式を合同で開催します。
　また、今回は、５月に開催される「国際サシバサミット2019市貝」のプレイ
ベントとなっていますので、多くの方々の参加をお待ちしております。
　日時　２月16日（土）　午後１時30分～
　場所　市貝町町民ホール
　演題　「確かな未来は、懐かしい風景の中にある～市貝町の里山とサシバ～」
　講師　日本野鳥の会　会長　柳生　博　氏

大会の主な結果（敬称略）
■親子ペア（未就学児）1.5㎞　　　　
　１位　飯尾　圭市・倫太（７分０９秒）
　２位　社本　健一郎・進之助
　３位　佐藤　広志・周和樹
■親子ペア（小学校1・２年生）１.５㎞　
　１位　松本　義行・璃希（５分４３秒）
　２位　上野　大輔・陽翔
　３位　髙松　洋輔・結菜
■小学生３・４年生男子　1.5㎞　　　
　１位　松森　昂成（５分２３秒）
　２位　岡村　奏洋
　３位　神山　結翔
■小学生３・４年生女子　１.５㎞　
　１位　辻　　陽花（５分４４秒）

　２位　滝田　凜彩
　３位　飯尾　　宥
■小学生５・６年生男子　２.０㎞
　１位　渡部　智義（７分００秒）
　２位　山岸　大治朗
　３位　飯尾　明起
■小学生５・６年生女子　２.０㎞
　１位　福元　可愛（７分１６秒）
　２位　菊地　ひな
　３位　神奈川　心菜
■中学生女子　３.０㎞　　　
　１位　野村　心結（１１分２９秒）
　２位　藤平　さくら
　３位　生井沢　優奈

■一般女子　３.０㎞　　　
　１位　遠藤　　常（１２分４４秒）
　２位　坂本　ゆい
　３位　飯尾　由加里
■中学生男子　５.０㎞　　　
　１位　薄根　大河（１７分０６秒）
　２位　鈴木　柊太
　３位　小林　圭吾
■一般男子　５.０㎞　　　
　１位　栗田　拓美（１７分３８秒）
　２位　小井沼　康良
　３位　髙松　洋輔

100単位以上取得されている方は、２月５日（火）までに学生手帳を持参のうえ、
中央公民館へ申請してください。
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3 月2 月

12　月

5,292

3,107
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3 4 5 6 7 8 9
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31

1 2

3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19  20 21 22 23

24 25  26  27 28

建国記念の日

月末資料整理日

催し物の予定 開館時間　９：３０～１９：００

●ダンボの会のおはなし会
　日時：２/２４（日）　１０：３０～（５０分程度）
　場所：おはなしコーナー
　内容：「パネルシアター」
　　　　�そのほか、絵本の読み聞かせ・手遊

び・折り紙など幅広く楽しめます。
※�おはなし会は今年度最終回です。次回開催予
定は４月以降です。お友だちをさそって遊びに
来てくださいね。
【問い合わせ：市貝図書館　☎６８－４３８０】

●いっとくんオリジナルバッグ販売中
　いっとくんの図書館バッグ、１つ３００円（税込）で
販売しております。缶バッ
チはついておりません。生
地が丈夫なので長く使えま
す。ぜひ、ご利用ください。
　販売は図書館スタッフに
お声かけください。無くなり
次第終了です。

顧問一押しの一冊○105
「２０２０年日本の大問題」

　　　　洋泉社
　東京オリンピックの開催まであと２年です。折
しも、日本にとって２０２０年は、人口減少に伴う
少子高齢化や労働人口の減少が深刻化するタイミ
ングと重なり、様々な分野で「２０２０年問題」が
噴出されると懸念されています。果たしてこの国
難を乗り越えられるのか、日本の危機を救う処方
箋を専門家が分析をし、解説をしていきます。ぜ
ひ読んでみてください。

期間：２月９日（土）～３月２４日（日）
内容：近年の発掘成果や、これまで市貝町で
　　　発掘された遺物の展示

　【問い合わせ：中央公民館　☎68－0020】

真岡ロータリークラブ様� 図書カード　２０万円
匿名希望者様　　� 現金　　　　　３万円

　子どもたちのために本をたくさん購入してほ
しいということで、児童書を中心に選書し、購
入させていただいております。真岡ロータリー
クラブ様、匿名希望者様ありがとうございまし
た。
　本は今年度中の購入予定となります。貸出し
が可能になり次第、改めてご紹介いたします。
【問い合わせ：
　市貝図書館　☎６８－４３８０】

 ●第34回企画展
「発掘された市貝町」

 ●児童書・コミックスの購入にと
　 ご寄付頂きました。
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Information  Ichikai

町では、次のとおり職員を募集します。
○職種 地域包括支援センター嘱託職員

道の駅サシバの里いちかい
①農産物直売所副店長（正社員）　②農産物直売所レジ
（パート）　③総務施設管理部（パート）

○資格
①社会福祉士または社会福祉主事
②�主任介護支援専門員または介護支援専門員（平成31年
度中に主任介護支援専門員の資格取得が可能である者）

○人数 各１名 ①　１名　②　６名　③　２名

○業務内容

①・介護保険制度に基づく地域包括支援センター業務
　・町民からの福祉相談業務
②・介護保険制度に基づく地域包括支援センター業務
　・介護全般に関する相談やサポート業務
　・�地域ケアマネージャーへの支援やサービス事業者間
の連携

①�農産物直売所店長の担当する業務の全体的なサポー
ト、代理
②道の駅農産物直売所のレジ業務、接客など
③道の駅施設の経理、清掃、接客、イベント補助など

○勤務場所 市貝町大字市塙１７２０番地１　市貝町保健福祉センター内 市貝町大字市塙1270番地　道の駅サシバの里いちかい
（①②は農産物直売所。③は施設全般）

○雇用期間 2019年４月１日～2020年３月31日（契約更新あり） 2019年4月～㈱サシバの里いちかいでの採用
（試用期間３ヶ月）

○勤務時間 午前８時30分～午後３時30分
（６時間勤務・１時間休憩）

①午前７時30分～午後６時30分の間で８時間勤務・１時間休憩
②午前８時30分～午後６時30分の間で８時間勤務・１時間休憩

　　　　　（４時間勤務あり）
③午前７時30分～午後５時30分の間で８時間勤務・１時間休憩

○給与等

①・社会福祉士　　月額　200,000円
　・社会福祉主事　月額　180,000円
②・主任介護支援専門員（介護支援専門員）　月額　
200,000 円
①、②ともに賞与、通勤手当、時間外勤務手当あり

①月額200,000円（賞与、時間外勤務手当、通勤手当あり）
②�③時給850円（勤務成績により特別賃金支給、時間外
勤務手当、通勤手当あり）

○休暇 土・日・祝日及び年末年始、夏季特別休暇 ①②③とも週休2日（木曜日定休・道の駅シフト表による）

○応募条件

・高齢者への寄り添い支援に情熱を持てる方。
・�１週30時間勤務が原則。ただし、高齢者対応や事務処
理が間に合わない場合の時間外対応が可能な方。その
際は、時間外勤務手当を支給する。
・普通自動車運転免許資格を有する方（AT限定可）。
・パソコン（ワード・エクセル）操作のできる方。

①野菜、農薬等について知識を有する方
①②③とも、
・性別不問
・年齢不問
・通勤可能な方
・パソコンの基本的な操作ができる方

○応募期限 ２月15日（金）午後４時まで 2月15日（金）必着（消印有効）

○応募方法

次の（１）～（３）を提出先まで持参または郵送してく
ださい。
（１）履歴書（市販のもの、自筆、３ヶ月以内の写真）
（２）職務履歴書（A4用紙横書）
（３）作文（400字詰め縦書き3枚以内で下記題目について）
①�「私が考える地域包括支援センターにおける社会福祉
士の役割について」
②�「私が考える地域包括支援センターにおける介護支援
専門員の役割について」

履歴書［A4（見開きA3版）最近3ヶ月以内の写真を添付
（市販のもので可）］を提出先まで持参または郵送して
ください。

○選考等 書類審査および面接（書類審査結果および面接日時は後日通知）

○提出先

〒321-3493
市貝町大字市塙１２８０番地
市貝町役場　健康福祉課　高齢介護係
☎68－1113

〒321-3493
市貝町大字市塙1280番地
市貝町役場　企画振興課　地域振興係　道の駅担当
☎68-1118

芳賀赤十字病院からのお知らせ
　芳賀赤十字病院は平成31年3月1日（金）新病院に移転します。
　※外来診療開始日　平成31年3月4日（月）
新病院移転にともなう診療体制

 2/26（火） 2/27（水） 2/28（木）3/1（金）3/2（土）3/3（日） 3/4（月）～ 3/8（金）

外来 〇 △
予約診療のみ × × × × △

内科：完全紹介予約制
救急
外来 〇 △

12:30 まで × × × × 〇

〇：通常診療　　△：一部制限　　×：休診
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今
年
の
干
支
は
己
亥
（
つ
ち
の
と
・

い
）
で
す
。
亥
は
猪
に
通
じ
、
ラ
イ
オ

ン
の
い
な
い
東
洋
で
は
獅
子
舞
の
獅
子

は
猪
で
あ
り
、
猪
は
神
の
使
い
と
崇
め

ら
れ
、
己
亥
の
本
年
は
良
い
年
に
な
る

も
の
と
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
は
四
月
三
十
日
ま
で

で
す
。
四
月
一
日
に
改
元
政
令
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
五
月
一
日
に
新
天
皇
が
改

元
、
め
で
た
く
総
理
大
臣
は
じ
め
三
権

の
長
と
朝
見
さ
れ
、
新
元
号
の
下
で
政

が
始
動
し
ま
す
。
即
位
礼
正
殿
の
儀
は

十
月
二
十
二
日
で
す
か
ら
、
諸
外
国
の

元
首
ク
ラ
ス
の
国
賓
が
次
々
に
訪
れ
、

皇
居
の
あ
る
東
京
は
に
ぎ
や
か
な
一
年

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

め
で
た
い
亥
年
に
は
国
民
生
活
も
大

き
く
動
き
ま
す
。
今
月
中
に
景
気
拡
大

の
期
間
が
戦
後
最
長
だ
っ
た
「
い
ざ
な

み
景
気
（
57
カ
月
）
を
超
え
ま
す
が
、

不
安
は
十
月
に
消
費
税
を
10
％
に
上
げ

る
影
響
で
す
。
飲
食
料
品
に
対
す
る
軽

減
税
率
を
導
入
す
る
ほ
か
、
三
才
～
五

才
ま
で
の
教
育
・
保
育
費
を
無
料
に
す

る
と
と
も
に
、
低
年
金
生
活
者
に
対
し

て
は
給
付
金
を
支
給
す
る
な
ど
影
響
緩

和
策
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
が
、
増
税
後

の
買
い
控
え
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
特
徴
の
三
つ
目
は
、
こ
の
軽

Information  Ichikai

情報
交 差 点

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

平
成
31
年
度
市
貝
温
泉
健
康
保
養

セ
ン
タ
ー
無
料
招
待
券
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
戸
数

　

小
貝
南
団
地　

１
戸

▼
家
賃

　

入
居
者
の
収
入
お
よ
び
入
居
す
る
団

地
に
よ
り
家
賃
を
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付

　

2
月
4
日（
月
）～
2
月
15
日（
金
）

　

（
土
日
祝
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
申
込
方
法

　

町
建
設
課
で
配
布
す
る
「
町
営
住
宅

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
関
係
書
類
を
そ
ろ
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

（
入
居
者
は
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委

　

平
成
31
年
度
分
の
市
貝
温
泉
健
康
保

養
セ
ン
タ
ー
無
料
招
待
券
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で
70
歳
以

上
の
方

（
昭
和
24
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

の
方
）

▼
申
請
方
法

①
自
治
会
回
覧
に
て
申
請

②�

市
貝
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
受
付

に
て
申
請

③�

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
窓
口
に

て
申
請

※�

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
平
成
30
年

度
分
を
申
請
さ
れ
た
方
も
希
望
す
る

場
合
に
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
３
３

員
会
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
建
設
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
７

減
対
策
と
し
て
、
現
金
を
用
い
な
い
で

買
い
物
を
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

る
こ
と
で
す
。
訪
日
外
国
人
は
す
で
に

現
金
で
し
か
買
い
物
が
で
き
な
い
日
本

の
店
を
不
便
に
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
、
国
は
増
税
を
き
っ
か
け
に
カ
ー

ド
決
済
を
推
進
す
る
方
向
で
す
。

　

四
つ
目
で
す
が
、
赤
羽
工
業
団
地
内

の
世
界
的
に
展
開
す
る
優
良
企
業
は
、

新
製
品
の
投
入
を
例
年
九
月
で
あ
っ
た

の
を
増
税
後
に
変
更
す
る
戦
略
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の
よ
う

な
社
長
の
意
気
込
み
を
少
し
で
も
後
押

し
で
き
る
よ
う
に
同
工
業
団
地
周
辺
の

道
路
を
整
備
し
、
よ
り
円
滑
に
安
全
に

大
型
車
輌
が
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
を
現
在
の
町
直
接
経

営
か
ら
創
意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
る
民

間
の
参
画
を
得
て
第
三
セ
ク
タ
ー
化
を

図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
経
費
削

減
、
売
上
増
を
同
時
に
目
指
す
と
と
も

に
、
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
産

業
の
振
興
、
そ
し
て
農
家
や
小
規
模
事

業
者
の
所
得
向
上
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
総
合
病

院
と
ス
ー
パ
ー
の
誘
致
環
境
を
整
え
ま

す
。

　

今
年
も
、
愚
直
に
猪
突
猛
進
で
世
の

た
め
人
の
た
め
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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短　

  

歌　

	

椎　

谷　

小
堀　

宮
子　

選

	

上　

根　

菅
原　

節
秋

紅
白
の
平
成
最
後
の
顔
ぶ
れ
は
馴
染
み
の
歌
手
の
少
な
か
り
け
り

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

は
く
息
の
み
な
寒
ざ
む
と
足
早
に
無
言
の
ま
ま
に
初
参
り
す
る

市　

塙　

木
村　

久
子

命
日
の
近
付
き
姑
の
面
影
を
夢
に
見
し
こ
と
夫
に
告
げ
た
り

赤　

羽　

五
月
女　

修

答
え
に
は
な
ら
ぬ
答
え
の
返
り
く
る
吾
の
職
場
の
若
き
相
棒

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

寒
椿
ぬ
く
い
師
走
の
陽
射
し
あ
び
真
紅
の
フ
リ
ル
や
や
に
ほ
こ
ろ
ぶ

上　

根　

鈴
木　

政
明

如き
さ

月ら
ぎ

の
朝
の
光
の
眩
し
さ
に
影
絵
の
ご
と
き
ひ
と
日
始
ま
る

市　

塙　

永
嶋　

靜
江

戦
死
者
の
平
成
最
後
の
慰
霊
祭
平
和
よ
永と

遠わ

に
と
ひ
た
祈
り
つ
つ

市　

塙　

苔
野　

一
郎

青
空
を
映
す
バ
ケ
ツ
の
水
搖
れ
て
自
在
に
変
え
る
雲
の
形
を

市　

塙　

仲
山
美
代
子

小
六
の
曾
孫
に
夢
を
問
い
み
れ
ば
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
と
明
る
い
返
事

椎　

谷　

小
堀　

宮
子

さ
く
ら
色
る
り
色
美は

し
き
大
真
鯛
ひ
ま
ご
瑠る

璃り

斗と

の
食く

ひ
初そ

め
の
膳

　

俳　

 

句　

	

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

お
年
玉
背せ
な

で
手
を
出
す
孫
の
顔	

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

佳
き
年
へ
十
七
文
字
に
願
い
込
め	

市　

塙　

髙
木　

正
子

お
年
玉
手
作
り
袋
孫
の
数	

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

芹
き
ざ
み
無
病
息
災
粥
す
す
る	

市　

塙　

豊
田　

功
剣

初
春
の
朝
日
に
向
か
へ
手
を
合
わ
せ	

杉　

山　

大
根
田
芳
江

初
詣
和
太
鼓
響
き
会
話
か
な	

上　

根　

谷
口　

弘
子

霜
深
き
木
魚
の
響
く
寺
の
庭	

続　

谷　

軽
部　

悦
子

存
え
て
衰
へ
見
せ
ぬ
賀
状
か
な　

	

赤　

羽　

永
山　

青
楓

冬
の
月
空
に
張
り
付
く
寒
さ
か
な　

	
上　

根　

菅
原　

節
秋

春は
る

麗う
ら
ら

母
に
似
て
居
り
季
節
か
な	
田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

お
ひ
な
様
残
雪
ヨ
モ
ギ
も
も
の
花	
文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

満
天
の
星
座
つ
ら
ぬ
く
御
神
木	

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

里
帰
り
話
の
つ
き
ぬ
春
炬
燵	

市　

塙　

小
林
み
さ
を

初
空
の
藍
に
羽
ば
た
く
シ
ャ
ト
ル
か
な	

上　

根　

星　
　

君
子

連れ
ん

綿め
ん

と
鉄
塔
渡
る
眠
る
山	

田
野
辺　

雅　
　

翠

凍
滝
や
滝
音
止
め
て
羽
打
つ
音	

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

節
分
の
父
の
赤
鬼
子
に
追
わ
れ	

大
谷
津　

星
野　

妙
子

書
き
込
み
の
ひ
と
つ
も
な
く
て
初
暦	

杉　

山　

髙
木　

昭
一

※
俳
句
の
締
切
り
は
毎
月
八・

日・

必
着
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

市
貝
町
堆
肥
利
活
用
講

演
会
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
サ
シ
バ
の
舞
う
豊

か
な
生
態
系
を
保
全
す
る
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
生
産
を
推
進
す
る
た
め
、
有

機
堆
肥
に
よ
る
土
づ
く
り
な

ど
、
環
境
と
調
和
し
た
農
業
の

振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
事
業
の
推

進
を
図
る
た
め
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

２
月
７
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～

　
（
午
後
１
時
～
受
付
）

▼
場
所　

役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師

　

有
限
会
社
ド
ン
カ
メ

　

代
表
取
締
役　

　
　
　
　

小
久
保　

行
雄　

氏

▼
内
容

　

有
機
資
源
の
循
環
と
土
づ
く
り

▼
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
６

司
法
書
士
無
料
相
談
会

（
予
約
制
）

　

司
法
書
士
に
よ
る
専
門
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

�

２
月
６
日（
水
）、13
日（
水
）、

20
日（
水
）

　

３
月
６
日（
水
）、13
日（
水
）

　

各
回
と
も
午
後
１
時
～

　

午
後
３
時
30
分（
１
件
30
分
）

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
例

　

相
続
・
登
記
・
借
金
・
成
年

後
見
等

▼
申
し
込
み
方
法

　

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。　

（
先
着
順
）

・
２
月
分
予
約
開
始

　

１
月
28
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～

・
３
月
分
予
約
開
始

　

２
月
25
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～

�　

お
一
人
に
つ
き
一
回
の
ご
利

用
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
貝
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎　

（
６
８
）
３
１
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
８
）
３
５
５
３

広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
「
広
報
い
ち
か
い
」に
対
す
る

意
見
等
を
い
た
だ
く
た
め
、広

報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

10
名

▼
対
象

　

�

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

し
、
20
歳
以
上
で
広
報
紙
に

関
心
を
持
ち
、
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
熱
意
の
あ
る
方

▼
応
募
方
法

　

�

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
を
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切　

　

２
月
28
日
（
木
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
文
書
広
報
係

　
　

☎　

（
６
８
）
１
１
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
８
）
３
２
２
７

　

�M
ail　

　

�bunsho01@
tow
n.ichikai.

tochigi.jp
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町の人口
1 月１日現在

　男	 6,040 （6,079）

　女	 5,776 （5,825）

　計	 11,816（11,904）

世帯数	 4,444 （4,414）

（ ）内は昨年の同月

〔住民基本台帳〕

善
意
を
あ
り
が
と
う

▼
齋
藤　

明　

様

　

役
場
、
町
民
ホ
ー
ル
、
道
の

駅
、
市
貝
温
泉
健
康
保
養
セ
ン

タ
ー
に
門
松

十
二
月
受
付
分

出
　
生 　
（
敬
称
略
）

住
所　

  

氏　

名　

  

保
護
者
名

市
塙　

天
川
竜り

ゅ
う之の

介す
け　

克　

巳

琴　

音

杉
山　

手
塚　

朱あ
や

乃の　

明　

宏

由　

佳

田
野
辺　

平
野　

友ゆ
う

都と　

友　

啓

朱　

美

（
敬
称
略
）

 

住 

所　

    

氏　

名　
　

年
齢

田
野
辺　

鹿
子
畑
光
子　

59
歳

市　

塙　

塩
澤　

正
子　

87
歳

婚 

姻 　

 

（
敬
称
略
）

　

住　

所　

    

氏　

名

　

益
子
町　

芦　

野　

雄　

平

　

赤　

羽　

近　

藤　

寛　

子

　

赤　

羽　

平　

野　

史　

也

　

赤　

羽　

髙　

木　

香
菜
子

　

市　

塙　

由　

水　

洋　

平

　

市　

塙　

髙　

松　

秀　

美

上　

根　

石
井　

重
治　

87
歳

杉　

山　

薄
根　

英
市　

86
歳

市　

塙　

武
田　

キ
ヨ　

94
歳

赤　

羽　

金
子　

京
子　

60
歳

市　

塙　

大
塚　

榮
壽　

84
歳

多
田
羅　

加
藤　

ト
キ　

85
歳

赤　

羽　

穴
原　

政
信　

54
歳

石　

下　

石
綿　

一
夫　

75
歳

　

川　
　

柳 

「
絵
手
紙
」	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵　

選

絵
手
紙
の
わ
ず
か
な
文
字
に
盛
る
元
気	

　

杉　

山　

髙
木　

昭
一

甘
そ
う
に
干
柿
描か

か
れ
期
待
す
る　

	

　

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

絵
手
紙
や
躍
動
し
て
い
る
絵
と
文
と	

市　

塙　

豊
田　

功
剣

絵
手
紙
の
隅
い
っ
ぱ
い
に
旅
便
り	

　

市　

塙　

永
嶋　

静
江

福
の
神
手
書
き
を
添
え
て
打
ち
立
て
る�

石　

下　

馬
込　

滋
紀

絵
手
紙
で
孫
の
誕
生
知
ら
せ
つ
つ	

刈
生
田　

渡
辺　

時
雄

絵
の
余
白
好
み
の
一
句
も
風
に
乗
せ	

石　

下　

片
岡
シ
ヅ
ヱ

万
感
の
想
い
溢
れ
る
こ
の
一
葉	

上　

根　

上
山
貴
代
子

次
々
の
娘こ

か
ら
の
絵
手
紙
花
ご
よ
み	

田
野
辺　

國
井　

弘
子

絵
手
紙
を
も
ら
う
心
の
華
や
か
さ	

杉　

山　

大
根
田
芳
江

野
辺
に
咲
く
タ
ン
ポ
ポ
絵
に
し
書
く
手
紙	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

絵
手
紙
の
余
白
探
し
て
文
字
を
入
れ	

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

絵
手
紙
に
一
筆
ご
と
の
春
溢
れ	

　

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

絵
手
紙
は
言
葉
を
越
え
て
語
り
か
け	   



上　

根　

菅
原　

節
秋

久
々
に
ご
機
嫌
い
か
が
絵
手
紙
で	

市　

塙　

園
部　

浩
子

絵
に
文
字
に
そ
の
人
ら
し
さ
味
を
見
せ�

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

題
予
告 
三
月
号
「
抱
負
」
四
月
「
子
供
」
締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。

　

俳　

 

句　

	

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

お
年
玉
背せ
な

で
手
を
出
す
孫
の
顔	

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

佳
き
年
へ
十
七
文
字
に
願
い
込
め	

市　

塙　

髙
木　

正
子

お
年
玉
手
作
り
袋
孫
の
数	

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

芹
き
ざ
み
無
病
息
災
粥
す
す
る	

市　

塙　

豊
田　

功
剣

初
春
の
朝
日
に
向
か
へ
手
を
合
わ
せ	

杉　

山　

大
根
田
芳
江

初
詣
和
太
鼓
響
き
会
話
か
な	

上　

根　

谷
口　

弘
子

霜
深
き
木
魚
の
響
く
寺
の
庭	

続　

谷　

軽
部　

悦
子

存
え
て
衰
へ
見
せ
ぬ
賀
状
か
な　

	

赤　

羽　

永
山　

青
楓

冬
の
月
空
に
張
り
付
く
寒
さ
か
な　

	

上　

根　

菅
原　

節
秋

春は
る

麗う
ら
ら

母
に
似
て
居
り
季
節
か
な	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

お
ひ
な
様
残
雪
ヨ
モ
ギ
も
も
の
花	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

満
天
の
星
座
つ
ら
ぬ
く
御
神
木	

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

里
帰
り
話
の
つ
き
ぬ
春
炬
燵	

市　

塙　

小
林
み
さ
を

初
空
の
藍
に
羽
ば
た
く
シ
ャ
ト
ル
か
な	

上　

根　

星　
　

君
子

連れ
ん

綿め
ん

と
鉄
塔
渡
る
眠
る
山	

田
野
辺　

雅　
　

翠

凍
滝
や
滝
音
止
め
て
羽
打
つ
音	

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

節
分
の
父
の
赤
鬼
子
に
追
わ
れ	

大
谷
津　

星
野　

妙
子

書
き
込
み
の
ひ
と
つ
も
な
く
て
初
暦	

杉　

山　

髙
木　

昭
一

※
俳
句
の
締
切
り
は
毎
月
八・

日・

必
着
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

特
設
人
権
相
談
所
開
設

の
お
知
ら
せ

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
。
い
じ

め
、
体
罰
、
差
別
、
結
婚
、
離

婚
、
相
続
等
、
そ
の
他
法
律
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
相

談
は
無
料
で
す
。）

▼
日
時　

３
月
１
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
く
ら
し
課
生
活
環
境
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
４

▼
三
吉　

清
雄　

様

　

役
場
に
竹
工
芸
品

▼
市
貝
町
建
設
業
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白菜 …………120ｇ
にんじん ………30g
ねぎ ………1/3 本
しょうが …1/2かけ
　豚こま切れ肉 …50g
　塩 …………少量

水 …………3/4カップ
顆粒鶏がらだし …小さじ1/2
酒・しょうゆ …各小さじ１
砂糖・塩・こしょう …各少量
かたくり粉 …大さじ1/2
水 ……………大さじ１
サラダ油 …大さじ1/2
ごま油 ……小さじ1/2
温かいごはん 
 ………茶碗１杯分 (150g)

材料（4人分）

〈作り方〉

〈ポイント〉

①白菜は一口大、にんじんは短冊切り、ねぎは斜め薄切り、しょうがは千切りに
する。豚肉に塩をふり、Aを合わせる。片栗粉を水で溶く。
②フライパンにサラダ油を中火で熱し、白菜の軸とにんじんを入れる。しんなり
となるまで３～４分かけて炒める。
③野菜を端に寄せ、豚肉を加えて色が変わるまで炒める。ねぎ、しょうが、白菜の
葉を加えて、１～２分炒める。
④合わせた調味料(A)を加えて混ぜ、２～３分煮る。
⑤火を消し、水溶き片栗粉をもう一度混ぜ合わせてから回し入れる。ひと混ぜ
して再び中火にかけ、３０秒ほど煮てとろみをつける。ごま油を加えて混ぜる。
器に盛ったごはんにかける。

１人分の
栄養価

エネルギー
519kcal

塩分
2.3g

食改さんの レシピ食改さんの レシピ 52

所要時間
20分

●みずみずしい白菜と豚こま切れ肉の組み合わせに、うまみのあ
る味付けが相性抜群です。
●お酒のおつまみにもおすすめです。
●シーフード、鶏肉を使っても美味しくできます。

A

いちかいと写真と私 第2回

　皆さんにとって写真と
は何でしょうか。記録で
しょうか、記念でしょう
か、はたまた芸術でしょ
うか。私にとって写真と
はコミュニケーションツ
ールであり、もう一つの
視点です。物事をよくみ
る道具です。
　昨年末、私は一組のご
夫婦の撮影をしました。
昨年 2月に宇都宮から田
野辺に引っ越してきた倉
本夫妻。９年間宇都宮市
でカフェを経営しながら、
さまざまな切口から「学
び」のシェアをしてきた
お二人。いつも和やかで、物腰が柔らかく暖かい印象です。
畑を案内していただき、いざお二人の撮影へ。
　ファインダー越しに見た、ご夫婦は少し緊張した表情の中に、
「まっすぐさ」が見えました。自然や暮らしに誠実に向き合っていることが感じられ、関わる
人々にも丁寧に誠実に向きあう人、そう思いました。お二人は「わたね」という屋号で農業と
お弁当のケータリングを生業にしています。「よく笑い、よく食べ、よく眠る」日々のしあわ
せのたねで『わたね』。お二人らしい素敵なネーミングです。
　そのほか、さまざまな活動をしてらっしゃいますので、ぜひHPをご覧ください。
『わたね』https://wataneorganic.jimdofree.com/

地域おこし協力隊　柴　美幸
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平成31年成人式実行委員の皆さん


